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大阪インタ-ナショナルチャーチ ブラッドフォ―ド・ハウディシェル

エペソ人への手紙 2：19 へブル人への手紙 10:24-25

2024/10/20

説教題：「同じ国民であり、神の家族です」

鍵となる聖句：

エペソ人への手紙 2：19 –「こういうわけで、あなたがたは、もはや他国人でも寄留者でも

なく、今は聖徒たちと同じ国民であり、神の家族なのです。」

へブル人への手紙 10:24-25 – 「また、互いに勧め合って、愛と善行を促すように注意し

合おうではありませんか。25 ある人々のように、いっしょに集まることをやめたりしないで、

かえって励まし合い、かの日が近づいているのを見て、ますますそうしようではありません

か。」

お早うございます。OIC の記念日、おめでとうございます。今日、私たちは、最初

の礼拝がなされて以来、50 年目を祝います。今日のメッセージの冒頭で、私たちの

教会の会則を読みたいと思います。

これらは規則の最初の言葉です。「前文:大阪地域に住む英語を話すプロテスタント

のクリスチャンのグループは、イエス・キリストに従う者たちが相互の励まし、公

の礼拝、積極的な奉仕のために交わりを交わすことが神の御心であると信じて、団

結して大阪インターナショナルチャーチを組織しました。… 」

私たちの教会の設立者は、イエス・キリストに従う者達は、3つの目的のために結

び合うべきことが神の御心だと信じていました。互いの励ましのため、公の礼拝の

ために、活発な奉仕のために。私は、今日のメッセージの中で、これらの 3つの テ

ーマに触れます。

しかしその前に、大阪インターナショナル・チャーチの歴史について、そして私自

身の歴史についても少しお話ししたいと思います。OIC の歴史は、1970 年大阪で開

催された万博の時に始まったと、皆さんは言われるかもしれません。その万博で、

ある日本人のクリスチャンたちが、キリスト教館あるいはキリスト教の展示スペー

スを主催しました。多くの外国人クリスチャンたちがその展示場を訪れ、そして大

阪に英語で礼拝ができる、英語を話す教会があるのかどうかを尋ねました。その答

えは「ありません」でした。1970 年代に戻りますが、その時、大阪の地域に英語の

教会はありませんでした。 ピーター岡山と言う日本人牧師は、彼らのキリストにあ

る兄弟姉妹から、この願いを聞きました。彼ともう一人、斎藤ツギオという男性は、

英語で 礼拝し交わるための場所を大阪で暮らしている海外からのクリスチャンたち

に提供したいという願いがありました。彼らは、岡山牧師の友人で、アメリカに住



2

んでいるジャック・マーシャル師と、このビジョンを分かち合うために訪問しまし

た。ジャックさんは、日本で宣教師でしたし、短期間、関東で 2つの英語の教会を

牧会する経験を持っておられました。ジャック牧師は、この訪問に興奮しました。

大阪を訪問し、多くの祈りの後、彼は 、この新しいインターナショナルの信徒の集

まりを牧会する召しを受け入れました。1974 年に、ジャックさんと妻のジェリーさ

んは、ここに引っ越しました。そして、その年の 10 月 13 日に最初の礼拝が持たれ

ました。彼らのために会議室を提供した、ロイヤルホテルで行われました。最初の

讃美歌は「神に栄光あれ」でした。私たちは、今日、それを歌いました。OIC の私

の初期のころ、 その讃美歌は記念日に、毎年繰り返して歌われました。そして、私

たちは、今日の礼拝の始まりに、再び歌いました。

1992 年、ジャック牧師は OIC から退職されました。彼と妻のジェリーさんはアメリ

カに帰国され、3‐4年後にジェリーさんは亡くなられました。1990 年代の終り頃、

OIC の元メンバーであり、教会の秘書であった山本恵子さんと結婚されました。

皆さんの多くが、ジャックさんと恵子さんにお会いになったでしょう。彼らはここ

にも数回訪ねてこられました。2000 年の最初のころ、ジャックさんと恵子さんは、

オーストラリアのブリスベンに招かれ、新しく日本語と英語のバイリンガルの教会

を始める手伝いをされました。彼らは、そこに 6年間おられました。それから、恵

子さんの地元である尼崎に戻って来られ、もう一つのバイリンガルの教会、リジョ

イスを始めました。皆さんの多くが、そこを訪れたことを知っています。. そして

今年、ジャック・マーシャルは 95 歳にしてついに牧師を引退し、イースターの日曜

日にリジョイスで最後の説教を行いました。

私が初めて大阪国際教会を訪れたのは、ジャック・マーシャルが OIC の牧師を引退

した 1992 年のことでした。当時は、都ホテルで礼拝がなされていました。私は、こ

こに 1990 年代から 2000 年代までの日曜日の週報のコレクションを持っています。

そしてこのスクリーンに二つの週報が見えるでしょう。1990 年代初期、私達の週報

は、二つの聖書個所、つまりエペソ 2：19 と 5：19 と共に都ホテルの写真が特徴と

なっていました。この二つの聖書個所は、何年もの間、日曜日の週報の顔となり続

けました。私は、今日のメッセージのためにの鍵テキストして、その聖句に焦点を

当てたいと思います。

エペソ人への手紙 2:19 – 「こういうわけで、あなたがたは、もはや他国人でも寄

留者でもなく、今は聖徒たちと同じ国民であり、神の家族なのです。」

私は今日の説教のタイトルをこの聖句から取りましたた。タイトル：「同じ国民で

あり、神の家族です」。

そのエペソ 2：19 は、私は本当に私の心に弾きます。その理由は、私が初めて大阪

に来た時、私は、ここではよそ者であり、外人だと感じ、そして OIC で神の民と共

にいられる教会を見つけたからでした。
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年に初めて大阪に来たとき、私はクリスチャンの交わりに飢えていました。海外旅

行もたくさんしたし、日本の片隅で宣教活動もしたことがありました。大阪に定住

することを熱望していた私は、大阪に来て高校で英語を教える仕事を見つけました。

そのころ、大阪府に 3つの英語の教会がありました。大阪での最初の 2年間に、そ

れらの 3つを訪ねました。私が一番しっくり来たのが、大阪インターナショナルチ

ャーチでした。OIC で私が見つけたものは、私の世界旅行中に様々な教会を訪ねた

時に見つけたものに似ていました。世界旅行中に私が見つけた注目すべきことは、

私が行くどこででも同じ考えの人々を見つけることができたことでした。私が訪ね

た教会で、私と同じ信仰、同じ価値の兄弟姉妹を見つけたからです。たとえ宗派を

超えてもです。 神の言葉に立っている伝道的な人々や、二ケア信条そして私たちの

教会の信仰声明にはにあるこれらの概要のような原理主義的なキリスト教教義に立

っている人々の間にでも、宗派による意見の相違よりも、はるかに多い一致があり

ます。

学生の時に覚えた聖句、それはその時から、とても特別なものになっていますが、

それを皆さんと分かち合わせてください。これが今日のメッセージの 2つ目のキー

となる聖句です。

へブル人への手紙 10:24-25 – 「また、互いに勧め合って、愛と善行を促すように

注意し合おうではありませんか。25 ある人々のように、いっしょに集まることをや

めたりしないで、かえって励まし合い、かの日が近づいているのを見て、ますます

そうしようではありませんか。」

25 節をもう一度見ましょう:「ある人々のように、 いっしょに集まることをやめた

りしないで」 私は、教会を休むことを習慣にしたくありません。事実、日曜に教会

にいて、自分の兄弟姉妹と交わりを持ちたいです。

もう一度、私たちの教会則の冒頭の一節を読んでみましょう。「前文:大阪地域に住む

英語を話すプロテスタントのクリスチャンのグループは、イエス・キリストに従う者

たちが相互の励まし、公の礼拝、積極的な奉仕のために交わりを交わすことが神の御

心であると信じて、団結して大阪インターナショナルチャーチを組織しました。… 」

交わり......相互の励まし合い......公の礼拝......積極的な奉仕活動。

クリスチャンとしての生き方について考えるとき、正しい基本的な教義を受け入れ

ることだけが重要なのではありません。私たちはこの前文で、共同体、つまりイエ

ス・キリストを信じる者たちの共同体について読んでいます。これもまた、クリス

チャン生活の重要な側面です。正しい教義......そしてクリスチャンの共同体。今

日のメッセージの残りの部分として、キリストの体であるキリスト教会の生活にお

いて、私が重要だと感じているいくつかの特徴について分かち合いたいと思います。
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ヘブル 10:24-25 をもう一度見てみたいと思います。 25 節は、一部の人々がしてい

るように集まることをやめてはいけないと教えています。私は皆さんに、海外旅行

中も日曜日に神の民とともにいたいとどれほど願っているかを伝えました。あなた

が住んでいるここで地元の交わりの一員になることがどれほど重要であるか。それ

が教会生活の最初の側面であり、今日のメッセージで強調したいのは、一緒に集ま

ることをやめないでくださいと言うことです。教会出席をやめてはなりません。な

ぜなら、私たち一人一人がクリスチャンコミュニティの積極的な一部になる必要が

あるからです。あなたの教会はあなたを必要としています...そして,兄弟姉妹の交

わりが必要です。

25 節を見てください。教会生活の第二の側面として強調したいのは、私たちが互い

に励まし合うことです。だからこそ、私たちはクリスチャンコミュニティで活発に

なる必要があるのです。教会は家族であり,霊的にも情緒的にも互いに支え合う必要

があります。エペソ 2章 19 節に記されているように,わたしたちはもはや見知らぬ

人や外国人ではありませんが、神の家族の一員であり、神の家族の一員であり、主

とともに歩むときに互いに励まし合うべきです。

今日のメッセージの最初に皆さんにお見せした最初の OIC の週報に、エペソ 5：19

‐20 からの引用文があります ―「 詩と賛美と霊の歌とをもって、互いに語り、主

に向かって、心から歌い、また賛美しなさい。20 いつでも、すべてのことについて、

私たちの主イエス・キリストの名によって父なる神に感謝しなさい。」

関連聖句であるコロサイ人への手紙 3:16 – 「 キリストのことばを、あなたがた

のうちに豊かに住まわせ、知恵を尽くして互いに教え、互いに戒め、詩と賛美と霊

の歌とにより、感謝にあふれて心から神に向かって歌いなさい。」

エペソで、私たちは詩と賛美と霊の歌を互いに言うと書かれています。コロサイで

は、詩と賛美と霊の歌によって、互いに教え戒めあう言っています。 ここには、私

が強調したい教会の生活の 3番目の側面があります：互いに教えあい戒めあう。 互

いに教えること、戒めあうこと、励ますことは、教会生活、集会生活の重要な特徴

です。そして私たちは、 そうする時、神の言葉を用います。コロサイで「キリスト

の言葉を、あなたがたの内に豊かに住まわせ…」– 私たちは聖書の言葉を読み、聞

き、そして言葉を私たちの内に満たし、そしてその言葉によって私たちを教え、私

たちを変えさせるべきです。わたしたちは、いつも クリスチャンの命の中で学び、

成長している必要があります。そして、時々私たちは、正しい道を歩み続けるため

に私たちを戒めてくれる仲間のクリスチャンたちが必要です。なぜなら、私たちの

誰も従順において完全ではなく、行動においても完全ではないからです。そしてエ
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ペソとコロサイからの引用文で、「詩と賛美と霊の歌」が詩編で見る様々な種類の

歌への言及のように見えます。神の言葉(聖書)と教会の歌の両方は、神の民にとっ

て教え、戒める資源となります。

ここにもう一つの聖句、 箴言 27:17 があります – 「 鉄は鉄によってとがれ、人

はその友によってとがれる。」別の英語訳(NKJV)では、この節をわずかに異なる方

法で表現しています - 「鉄が鉄を研ぐように、人は彼の友人の顔を洗練させる」。

友人の顔を洗練させる。互いに励まし合い、戒めし合うといなさいということに従

うとき,わたしたちは互いに研ぎ澄まされ、互いの表情を研ぎ澄ましていきます。同

胞のクリスチャンに対する私たちの言葉が、彼らの生活と主と共に歩む人生を築き

上げ、明るくする言葉となることを願っています。

ローマ人への手紙 14:19 – 「 そういうわけですから、私たちは、平和に役立つこ

とと、お互いの霊的成長に役立つこととを追い求めましょう。」

1テサロニケ 5：11 – 「 ですから、あなたがたは、今しているとおり、互いに励

まし合い、互いに徳を高め合いなさい。」

エペソ 2:19 に戻りましょう –「 こういうわけで、あなたがたは、もはや他国人で

も寄留者でもなく、今は聖徒たちと同じ国民であり、神の家族なのです。」もし、

皆さんがこの句の背景を読むなら、彼の言わんとすることは、異邦人は、今や神の

御計画に含まれています。それは、約束のメシアは、ユダヤ人同様に異邦人のため

でもあるということです。18 節は次のように言っています。「私たちは、このキリ

ストによって、両者ともに一つの御霊において、父のみもとに近づくことができる

のです。 キリストを通してユダヤ人も異邦人も今は、御霊によって父なる神に近づ

く手段を持っています。

１コリント人への手紙 12:13 を見ましょう – 「 なぜなら、私たちはみな、ユダヤ

人もギリシヤ人も、奴隷も自由人も、一つのからだとなるように、一つの御霊によ

ってバプテスマを受け、そしてすべての者が一つの御霊を飲む者とされたからで

す。」キリストに信仰を置く全ての人は一つの体です。ですから、ユダヤ人とか異

邦人、奴隷とか自由人、全ては一つの体にするところの、一つの御霊に近づく手段

を持っています。

ガラテヤ人への手紙 3:28-29 – 「 ユダヤ人もギリシヤ人もなく、奴隷も自由人も

なく、男子も女子もありません。なぜなら、あなたがたはみな、キリスト・イエス

にあって、一つだからです。29 もしあなたがたがキリストのものであれば、それに

よってアブラハムの子孫であり、約束による相続人なのです。」
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これが、私が強調したい教会生活の 4番目の側面です。あなたがユダヤ人か異邦人

かは問題ではありません…あなたの社会的地位が何であるかは問題ではありません

…あなたが男性か女性かは問題ではありません。 キリストに信仰を置く全ての人は

神の家族の平等に価値があるメンバーです。– 私たちもアブラハムの子孫に与えら

れた約束の相続人にされています。

コロサイ人への手紙 3:11 – 「そこには、ギリシヤ人とユダヤ人、割礼の有無、未

開人、スクテヤ人、奴隷と自由人というような区別はありません。キリストがすべ

てであり、すべてのうちにおられるのです。」もう一度：ここでは、神の新しい契

約の民の間で、古い分け隔ては消え去りました。人種や社会的地位は関係ありませ

ん。

そして、今同じ章の 12 から 14 節を読みたいと思います。 私が強調したい、教会

生活の次の側面を見るでしょう。: 神の民を特徴づける、ある特徴的な性質です。

コロサイ人への手紙 3:12-14 – 「それゆえ、神に選ばれた者、聖なる、愛されて

いる者として、あなたがたは深い同情心、慈愛、謙遜、柔和、寛容を身に着けなさ

い。13 互いに忍び合い、だれかがほかの人に不満を抱くことがあっても、互いに赦

し合いなさい。主があなたがたを赦してくださったように、あなたがたもそうしな

さい。14 そして、これらすべての上に、愛を着けなさい。愛は結びの帯として完全

なものです。」

私たち‐主イエス・キリストなるメシアに熱心に受け入れているユダヤ人も異邦人

も‐神の選びの民です。彼は私たちを愛しておられます。そして私たちは、「聖

い」と呼ばれています。 – この言葉「聖い」は「分離する」の意味です。 … 私

たちは、この世の残りのものから分離され、今は神に捧げられているのです。

そして、私たちを印付ける、ある特徴的な特質をここで見ます。あわれみ、親切、

謙遜、優しさ、忍耐、赦し、そして愛。

もう一度 13 節を見ます。「 互いに忍び合い、だれかがほかの人に不満を抱くこと

があっても、互いに赦し合いなさい。主があなたがたを赦してくださったように、

あなたがたもそうしなさい。」互いに忍び合う – 私たち皆、不完全です。そして

時々互いにイライラさせますが、互いに忍び合わなければいけません。そして互い

に赦しあうことです。これはクリスチャンのメッセージとして重要です。
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私たちは愛によって特徴付けられています。14 節「 そして、これらすべての上に、

愛を着けなさい。愛は結びの帯として完全なものです。 」にあるようにすべきです。

愛と一致

ヨハネによる福音書 13:34-35 でイエスは言われます – 「あなたがたに新しい戒

めを与えましょう。あなたがたは互いに愛し合いなさい。わたしがあなたがたを愛

したように、そのように、あなたがたも互いに愛し合いなさい。35 もしあなたがた

の互いの間に愛があるなら、それによって、あなたがたがわたしの弟子であること

を、すべての人が認めるのです。」これは、キリストに従う者の世界を語っている

特徴です：互いに愛し合う。

ここで、これまで概説してきた教会生活の側面を簡単に振り返ってみましょう：

一緒に集まることをやめないでください。

私たちが互いに励まし合う。

互いに教えあい戒めあう。

キリストに信仰を置く全ての人は神の家族の平等に価値があるメンバーです。

神の民を特徴づける、ある特徴的な性質です（あわれみ、親切、赦し、愛など）。

先ほど、教会則の冒頭の行で、OIC の設立者たちは、イエス・キリストに従う者は、

相互の励まし、公の礼拝、積極的な奉仕という３つの主要な目的のために一緒に働

くべきであるという声明を表しました。私は最初のものについて多くのことを言っ

た...次に、他の２つに進みましょうが、これについては簡単に説明します。

私が、強調したい教会生活のもう一つの側面は公の礼拝です。私の神学の教科書の

一つから 2‐3の文章を引用してこのトッピクを紹介しましょう： Lexham

Theological Wordbook.「礼拝」という記事の中で言われている事があります。

初代教会の礼拝の典型的な描写は、長く使徒の働き 2章 42 節でした。…他の

報告は、初代教会の礼拝が献金、歌、そして聖霊の感じられる臨在が含まれて

いたことを示しています。 (1 コリント 16:1–2; エペソ 5:19; ガラテヤ

3:1–5). 礼礼拝は、人生の全てが神への従順の中で生きることを含んでいまし

た (ローマ 12:1–2)。. … この礼拝は、様々な種族、言葉、国の人々が、創

造物の残りと共に、小羊の御座の前で礼拝する時、その完成を見出すでしょう。

(黙示録 5:11–14). (Esau McCaulley, “Worship,” ed. Douglas Mangum et al.,

Lexham Theological Wordbook, Lexham Bible Reference Series (Bellingham, WA:

Lexham Press, 2014).)

黙示録第 5章への最後の言及は、聖書の私の好きな箇所の 1つであり、父なる神と、

あなたや私のようなあらゆる部族、言語、国の人々を贖った神の小羊イエス・キリ

ストへの賛美と礼拝の記述です。わたしはその聖句が大好きですが、今日は読みま
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せん。今の時と場所での教会生活を見て見ましょう。私の最初の引用文は「初代教

会の礼拝の典型的な描写は、長く使徒の働き 2章 42 節でした。」その聖句を見て見

ましょう。

使徒の働き 2:42 – 「そして、彼らは使徒たちの教えを堅く守り、交わりをし、パ

ンを裂き、祈りをしていた。」初期のクリスチャンたちは一緒に集まっていた時、

彼らの集まりには、これらの 4つの部分が構成されていました。 1) 使徒たちの教

えを堅く守る、 2) 交わりをする、3) パンを裂く、そして 4) 祈り 。第三部:「パ

ンを裂く」ことは聖餐式と、そしてしばしば食事も共に分かち合っていたことに触

れています。(1 コリント 11 章にその事について更に見ることができます)。第四部:

祈りはユダヤ人の寺院では、礼拝の重要な特徴でした。そして現在に至るまで、ク

リスチャン礼拝において重要な特徴です。そして第二部: 交わり – 必須。今日のメ

ッセージの最初に私がお話ししたほとんどは、どの様にして私たちは互いに励まし

あい戒め合うかについてでした。そして 42 節は、初期のクリスチャンたちが「使徒

の教えを堅く守り（絶えず）」ことを最初に語っています。 教会の集まりで教える

ことの側面は、何時も礼拝の重要な特徴です– 聖書を読むこと、説教や短い訓戒の

形で、それについいての教えに耳を傾けること。

さて、私の説教の最後の部分に行きます。私が強調したい教会生活の最後の側面は、

教会則の中にあります：「積極的な奉仕」 私たち皆は、教会であるキリストの体の

中でするべき部分を持っています。その役割が大きいか小さいかに関わりなく。私

たちは皆,教会のある場所で奉仕するために神から賜物を与えられています。各部品

は重要であり、あなたの部分が小さく見えたり、重要ではないと思われたりする場

合でも心配しないでください – 夫々の仕事は、神によって評価されますし、教会生

活に必要なのです。

1コリント人への手紙 12:4-7 を見て見ましょう – 「さて、御霊の賜物にはいろい

ろの種類がありますが、御霊は同じ御霊です。5 奉仕にはいろいろの種類があります

が、主は同じ主です。6 働きにはいろいろの種類がありますが、神はすべての人の

中ですべての働きをなさる同じ神です。7 しかし、みなの益となるために、おのお

のに御霊の現われが与えられているのです。」

13 節を読みましょう – 「 しかし、同一の御霊がこれらすべてのことをなさるので

あって、みこころのままに、おのおのにそれぞれの賜物を分け与えてくださるので

す。」

27 節 – 「 あなたがたはキリストのからだであって、ひとりひとりは各器官なので

す。」
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私たちは皆、異なる背景から来ていますが、一つの聖霊によって力を与えられた、

キリストの体の部分です。この体が正しく機能するために、夫々のメンバーは自分

の部分を働かせる必要があります。各自は尊重され、各自は重要です。皆さんのた

めの、私の今日の最後の訓戒は、 私たちにそれをするために力を与えてくださる聖

霊に頼りつつ、キリストの体が十分に動くのを助けるために、あなたの教会であな

たが出来る奉仕の場を見つけることです。

今日のメッセージの冒頭で、長年にわたって日曜日の会報に掲載されてきた重要な

聖句、エペソ 2:19 を紹介した。また、この 30 年ほどの間、私たちの会報には、私

が強調したい別の箇所が掲載されてきました。今日の週報に掲載されています。OIC

の "ビジョン・ステートメント "です。

去年の記念会で私が説教をした時にしたように、日曜日の週報にある「ビジョン・

スティトメント」を引用して、今日の説教を終わりにします。

「イエス・キリストの生涯と愛を、文化の多様性の中で一致して示し、関西

地域に滞在する外国人と日本人がキリストの救いと成長の信仰に引き寄せら

れるようにするために。」

関西に住む外国人と日本人がキリストを信じる信仰に引き込まれ、成長するように

これが私たちの教会の使命です。これがすべての地方教会の使命です。近隣や職場

の人々に手を差し伸べ、福音のメッセージを伝えることです。近隣や職場の人々に

手を差し伸べ、福音のメッセージを伝えることです。ノンクリスチャンに福音を伝

えること。同胞であるクリスチャンが神に近づき、信仰を深めていくように励ます。

家族や友人、仕事仲間や同僚の人生に福音のメッセージを伝える。彼らを教会の交

わりに招き、イエス・キリストとの関係に招き、クリスチャンの弟子として霊的に

成長させる。

これで今日のメッセージを終わります。

皆様に神の祝福がありますように。

OIC の皆さん、記念日、おめでとうございます！


